
辛 ら つ な 文 芸 批 評 や 鋭 い 風 刺 に 満 ち た 小 説 を 書 き 、明 治 文 壇 の 鬼 才 と 呼 ば れ た 斎 藤 緑 雨 。緑 雨 は 現 在 の 鈴 鹿 市 神 戸 で 幼 少 期 を 過 ご し ま し た 。生 家 の 一 部 を 復 元 し た 緑 雨 亭 が あ る 龍 光 寺 か ら 、郷 土 が 生 ん だ 明 治 の 文 人 の 、 短 く も 鮮 烈 な 生 涯 を た ど り ま す 。

鈴 鹿 が 生 ん だ 明 治 文 壇 の 鬼 才

﹇ 巻 頭 特 集 ﹈

衣 斐 賢 譲 さ ん

樋 口  一  葉 を 世 に 送 り多 く の 文 人 と 交 流　 斎 藤 緑 雨 は １ ８ ６ ８ 年 、  明 治 が 始ま っ た 年 に 、  伊 勢 国 神 戸  （ 現 在 の 鈴鹿 市 神 戸 ）  で 神 戸 藩 に 仕 え た 医 師 、斎 藤 利 光 の 長 男 と し て 生 ま れ ま し た 。本 名 は 賢 。  一  家 は 緑 雨 が ９ 歳 の 時 に上 京 し ま す 。　 緑 雨 は 少 年 の 頃 か ら 俳 諧 を 学 び 、明 治 法 律 学 校  （ 明 治 大 学 の 前 身 ）  を経 て 、  仮 名 垣 魯 文 に 師 事 。  『 今 日 新聞 』  な ど 、  さ ま ざ ま な 新 聞 で 執 筆 し 、１ ８ ８ ９ 年 に 正 直 正 太 夫 の 名 で  『 小説 八 宗 』  を 発 表 し ま し た 。  以 後 、  風刺 が 効 い た 評 論 や パ  ロ デ ィ ー 精 神 旺盛 な 小 説 を 次 々 と 著 わ し 、  文 壇 の 鬼才 と し  て 名 を 広 め ま す 。　 尾 崎 紅 葉 や 坪 内 逍 遥 な ど 、  多 く の文 人 と 交 流 を 持 っ た 緑 雨 で す が 、  １８ ９ ６ 年 に 森 鴎 外 主 宰 の 雑 誌  『 め さま し 草 』  に 、  鴎 外 や 幸 田 露 伴 と と もに 、  作 品 合 評  『 三 人 冗 語 』  を 掲 載 し 、当 時 の 批 評 界 の 権 威 と し て 、  多 く の作 品 を 辛 ら  つ  に 批 判 し ま し た 。  一  方 で 、樋 口  一  葉 の 小 説  『 た け く ら  べ 』  を 絶 賛 。こ れ を 機 に 、  一  葉 の 名 は  一  躍 高 ま  っ  たと 言 わ れ て い ま す 。  そ の 後 に 樋 口 家を 訪 れ て 親 交 を 深 め る よ う に な り 、一  葉 は 緑 雨 の 印 象 な ど を 日 記 に 書 いて  い ま す 。　 同 年 、  一  葉 は 他 界 。  緑 雨 は 葬 儀 費用 を 負 担 し 、  さ ら に 借 金 の 後 始 末 の世 話 ま で し て い ま す 。  翌 １ ８ ９ ７ 年に は  『  一  葉 全 集 』  を 校 訂 出 版 し ま し た 。　 ２ 年 後 、  『 萬 朝 報 』  の 制 作 部 に 入り 、  同 紙 の 記 者 だ っ た 社 会 主 義 者 、

ま し た 」　 １ ９ ９ ４  （ 平 成 ６ ）  年 、  生 家 の 建 物は 老 朽 化 に よ  っ  て 取 り 壊 さ れ ま す が 、一  部 は 市 の 倉 庫 に 保 管 さ れ ま し た 。「 そ の 復 元 の め ど が な か な か 立 た ず 、悔 し か  っ  た 」  と  い う 衣 斐 さ ん 。  衣 斐 さん を は じ め 、  多 く の 市 民 の 協 力 に より 、  市 か ら 遺 構 を 譲 り 受 け た の で す 。　 そ し て ２ ０ ０ ６  （ 平

成

1 8）  年 、  生 家

の  一  部 を 復 元 し た 緑 雨 亭 や 寺 子 屋 など が 入  っ  た 木 造 ２ 階 建 て の 複 合 施 設が 、  龍 光 寺 境 内 に 完 成 し ま し た 。  衣斐 さ ん が 理 事 長 を 務 め る Ｎ Ｐ Ｏ 法 人

Ｓ Ｕ Ｚ Ｕ Ｋ Ａ 文 化 塾  「

啐
啄 庵 」  が 地

域 の 文 化 振 興 に 取 り 組 ん で い ま す 。緑 雨 亭 は ２ 階 の ４ 畳 半 と ８ 畳 間 の ２部 屋 で 、  天 井 や 柱 の  一  部 に 遺 構 を 活用 。  緑 雨 の 書 簡 な ど が 閲 覧 で き 、  著作 も そ ろ  っ  て  い ま す 。現 代 人 に も 響 く 警 句 か ら緑 雨 の 気 概 を 感 じ る　 建 物 の １ 階 に は 学 童 保 育 施 設  「 神戸 み ら い 塾 」  が あ り ま す 。  現 在 の 運営 を 担 う の は 、  衣 斐 さ ん の 同 級 生 で 、長 年 に わ た る 友 人 の 宇 喜 多 信 弘 さ ん

と 石 垣 佶 さ ん 。  緑 雨 に ま つ わ る 法 人の 活 動 を 、  衣 斐 さ ん と と も に 支 え てき ま し た 。　 宇 喜 多 さ ん は  「 緑 雨 の 感 性 は 素 晴ら し い で す が 、  さ す が に 若 い 人 に は古 典 の 部 類 で し ょ う し 、  長 い 著 作 はと  っ  つ  き に く い  か も し れ ま せ ん ね 。  それ な ら 、  緑 雨 の ア フ ォ リ ズ ム に 触 れて み る の も 、  い  い か も し れ ま せ ん 」  と勧 め ま す 。  ア  フ  ォ  リ ズ  ム と は 、  人 生 や社 会 の 機 微 を 、  簡 潔 な 表 現 で 言 い 表し た 警 句  ・  格 言 。  石 垣 さ ん が  「  『 貧 を誇 る は 、  富 を 誇 る よ り も さ ら に 陋

し 』  な ん て 、  考 え る と 奥 が 深 い で すね 」  と 続 け ま す 。  龍 光 寺 の 境 内 に は 、「 按 ず る に 筆 は  一  本 也 、  箸 は 二 本 也 。衆 寡 敵 せ ず と 知 る べ し 」  と い う 代 表的 な 警 句 の 石 碑 が あ り ま す 。  筆  一  本で 稼 い  で も 、  二 本 の 箸  （ 生 活 ）  は 操 れな い と い う 意 味 で 、  文 筆 家 と し て 生き て い く 厳 し さ を ユ ー モ ラ ス に 表 現し な が ら 、  そ の 気 概 も 込 め ら れ て いる  一  言 で す 。　 郷 土 が 誇 る 地 域 の 偉 人 、  斎 藤 緑 雨 。龍 光 寺 を 訪 ね て 、  文 筆 家 の 足 跡 や 言葉 に 触 れ て  み  て  は  い  か  が  で  し  ょ  う 。

文 ／ 山 口 美 咲 　 写 真 ／ 伊 藤 麻 里 子 　 デ ザ イ ン ／ B e a n st al k 白 石 純 也

ま ず は 緑 雨 が 残 し た ア フ ォ リ ズ ム を 入 り 口 に 、 緑 雨 の 感 性 に 触 れ て ほ し い

（ 左 か ら ） 石 垣 佶 さ ん 、 衣 斐 賢 譲 さ ん 、 宇 喜 多 信 弘 さ ん 。 ３ 人 は 同 級 生 で 、
少 年 の 頃 か ら の 友 人 。 今 も 地 域 の 文 化 振 興 に 取 り 組 む 、 頼 も し い 仲 間

1. Ｎ Ｐ Ｏ  法  人  Ｓ Ｕ Ｚ Ｕ Ｋ Ａ  文  化  塾 「 啐 啄
庵 」 が 管 理 す る 施 設 は 、１ 階 が 学 童
保 育 「 神 戸 み ら い 塾 」 、２ 階 が 緑 雨
亭  に な っ て い ま す

2. 龍 光 寺 境 内 に あ る 石 碑 。 緑 雨 の 警
句 「 按 （ あ ん ） ず る に 筆 は 一 本 也 、 箸
は 二 本 也 。 衆 寡 敵 せ ず と 知 る べ し 」
が  刻 ま れ て い ま す

3.２ 階 の 一 角 に は 緑 雨 の 著 作 が 並
び 、 ゆ っ く り 閲 覧 で き ま す

4. 緑 雨 亭 の 室 内 。 緑 雨 の 生 家 の 遺 構
を 活 用 し 、４ 畳 半 と ８ 畳 間 が 復 元 さ
れ  ま し  た

幸 徳 秋 水 と 交 流 す る な ど 精 力 的 に 活動 し ま す が 、  肺 結 核 に か か  っ  て 療 養生 活 を 余 儀 な く さ れ ま す 。  １ ９ ０ ４年 、  緑 雨 は 友 人 の 馬 場 孤 蝶 に 自 身 の死 亡 広 告 記 事 を 託 し 、  東 京 の 本 所 横網 町 の 自 宅 で 病 没 し ま す

。

あ だ 名 は  「 な き み そ 」故 郷  ・  鈴 鹿 に 残 る 足 跡　  「 生 家 が 寺 の 近 く に 残 っ  て い る と知 り 、  興 味 を 持  っ  た  の  で す 。  調 べ  始 めた ら 、  著 作 や 人 物 が 面 白 く て 」  と 、  話す の は 鈴 鹿 市 神 戸 に あ る 龍 光 寺 の 閑栖  ・  衣 斐 賢 譲 さ ん 。  衣 斐 さ ん が 緑 雨の 研 究 を 始 め た の

は

3 0年 ほ ど 前 。

「 辛 ら つ な 批 評 で 知 ら れ る 緑 雨 で すが 、  子 ど も の 頃 は  『 な き み そ  （ 泣 き べそ ）  』  と あ だ 名 で 呼 ば れ て  い た よ う です 。  ま た 、  出 身 地 を 連 想 さ せ る 作 品は あ り ま せ ん が 、  『 斎 藤 緑 雨 　 病 中日 記 』  に  『 故 郷 ニ 帰 ル  ニ  ハ  イ ツ デ モ 帰レ  ル 　 シ カ シ  コ  ノ 身  ハ 昔 ニ 還 ラ ヌ 』  と 、望 郷 の 念 を 記 し て い る こ と も 分 か り

緑 雨 に つ い て 長 年 研 究 し て き た 。「 辛 ら つ さ で 知 ら れ る 緑 雨 で
す が 、 本 当 は 内 気 で 愛 情 あ ふ れ る 人 物 な ん で す 」
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i nf o r m ati o n

鈴 鹿 市 神 戸 2- 2 0 - 8
開 館 時 間 ： 1 3: 3 0 ～ 1 7: 0 0
休  館  日 ： 日  曜 ・ 祝  日
入  館  料 ： 無  料

緑 雨 亭
0 5 9 -3 8 4 -1 1 5 5T E L

緑 雨 亭 の 様 子 は 表 紙 の

で  チ ェ ッ ク ！

Pr ofil e

斎 藤 緑 雨
慶 応 ３ 年 1 2 月 3 0 日( 1 8 6 8 年 １ 月 2 4 日) ～
明 治 3 7 年 ４ 月 1 3 日 （ 1 9 0 4 年) 。 伊 勢 ・ 神
戸 生 ま れ 。 小 説 家 、 評 論 家 。 本 名 賢 、 別 号
江 東 み ど り 、 正 直 正 太 夫 な ど 。 評 論 『 小 説
八 宗  』 で 注 目 さ れ 、 辛 ら つ な 風 刺 に 富 む 独
自 の 作 風 を 開 い た 。 小 説 『 油 地 獄 』『 か く れ
ん ぼ 』 、 随 筆 集 『 青 眼 白 頭 』 な ど

フ リ モ A R
ア プ リ を
ダ ウ ン ロ ー ド

で 『 フ リ モ A R 』 を 検 索

※ A p pl e お よ び A p pl e ロ ゴ は 米 国 そ の 他 で 登 録 さ れ た A p pl e I n c. の 商 標 で す 。

　 A p p St o r e ® は A p p I n c. の サ ー ビ ス マ ー ク で す

※ G o o gl e Pl a y お よ び G o o gl e Pl a y ロ ゴ は G o o gl e I n c. の 商 標 で す


